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　はじめに

キツネフエフキ Lethrinus olivaceus Valenciennes, 

1830は体長 80 cm，全長 1 mに達する大型のフエ
フキダイ科フエフキダイ属魚類である（Carpenter 

and Allen, 1989; Carpenter, 2001；島田，2013）．本
種は薩南群島を含む琉球列島から多く報告されて
おり，沖縄県においては「おもながー」や「うむ
ながー」などと称され，延縄や釣り，刺網などに
よって漁獲される（具志堅，1972；池口，2005；
三浦，2012; Nakae et al., 2018）．しかし，キツネ
フエフキは琉球列島よりも北方においては非常に
稀な種であり，和歌山県みなべ町と大隅諸島屋久
島からのみ記録されていた（池田・中坊，2015; 

Motomura and Harazaki, 2017）．
鹿児島県における魚類相調査の過程で，薩摩

半島西岸に位置する笠沙町の沖合から 2個体，大
隅諸島種子島から 1個体のキツネフエフキが得ら
れた．これらの標本はそれぞれ，九州沿岸と種子
島における本種の標本に基づく初めての記録とな
るため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Carpenter and Allen (1989)に

したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の
計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまでおこ
なった．キツネフエフキの生鮮時の体色の記載は，
固定前に撮影された鹿児島県産の 3標本（記載標
本の項を参照）のカラー写真に基づく．標本の作
製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）
に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学
総合研究博物館に保管されており，上記の生鮮時
の写真は同館のデータベースに登録されている．
本報告中で用いられている研究機関略号は以下の
通り：FRLM（三重大学大学院生物資源科学研究
科水産実験所）；KAUM（鹿児島大学総合研究博
物館）；MIKU（京都大学みさき臨海実験所）；
NSMT-P（国立科学博物館）；WMNH-PIS-WW（和
歌山県立自然博物館池田魚類コレクション）．

　結果と考察

Lethrinus olivaceus Valenciennes, 1830

キツネフエフキ　（Fig. 1; Table 1）

標本　3個体，体長 74.8–191.5 mm：KAUM–I. 

10250, 体長 74.8 mm，鹿児島県南さつま市笠沙
町片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水
深 27 m，2007年 11月 22日，定置網，伊東正英；
KAUM–I. 83794，体長 179.1 mm，鹿児島県南さ
つま市笠沙町片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 

130°11′49″E）， 水 深 27 m，2015 年 12 月 19 日，
定置網，伊東正英；KAUM–I. 98919，体長 191.5 

mm， 鹿 児 島 県 種 子 島 南 種 子 町 島 間 港
（30°28′02″N, 130°51′38″E），2017年 2月 7日，釣り，
鏑木紘一．

九州沿岸と種子島から初めて記録された
フエフキダイ科魚類キツネフエフキ
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Fig. 1. Fresh specimens of Lethrinus olivaceus (A: KAUM–I. 10250, 74.8 mm SL, Kasasa, Kagoshima Prefecture, Japan; B: KAUM–I. 83794, 
179.1 mm SL, Kasasa, Kagoshima Prefecture, Japan; C: KAUM–I. 98919, 191.5 mm SL, Tanega-shima island, Osumi Islands, Japan).
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記載　計数形質と体各部の体長に対する割合
を Table 1に示した．体は前後方向にやや長い楕
円形で側扁し，尾柄部は強く側扁する．体高は背
鰭第 3棘起部付近で最大．体背縁は吻端から背鰭
第 4棘起部付近にかけて緩やかに上昇し，そこか
ら尾鰭基底上端にかけて極めて緩やかに下降す
る．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩や
かに下降し，そこから臀鰭起部にかけて体軸とほ
ぼ平行となった後，尾鰭基底下端にかけて緩やか
に上昇する．吻部背縁は鼻孔上方でわずかに上方
に膨出する．背鰭起部は鰓蓋後端よりもわずかに
後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりもわずか
に後方にそれぞれ位置する．背鰭各棘間の鰭膜は
わずかに切れ込む．背鰭軟条部背縁は丸みを帯び
る．胸鰭基底上端は背鰭起部直下付近に，胸鰭基
底下端は背鰭第 2棘起部直下付近にそれぞれ位置
する．胸鰭後端は尖り，背鰭第 9棘起部直下付近

に達する．胸鰭上縁，下縁，および後縁はいずれ
も直線状に近い．腹鰭起部は背鰭第 3棘起部より
もわずかに前方に位置するが，体長 74.8 mmの
個体（KAUM–I. 10250）では背鰭起部よりもわず
かに前方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門
に達するが，臀鰭起部には達しない．臀鰭起部は
背鰭第 10棘起部よりもわずかに後方に位置する．
臀鰭棘は第 3棘が最長．尾鰭上縁，下縁，および
後縁は直線状に近いが，後縁は中央でわずかに前
方に凹む．尾鰭両葉の後端は尖る．肛門は臀鰭起
部前方に位置し，前後方向に長い楕円形．眼およ
び瞳孔はほぼ正円形．眼隔域は平坦．鼻孔は 2対
で後鼻孔は眼の前方に位置し，前鼻孔は後鼻孔の
前下方にやや離れて位置する．前鼻孔は正円に近
い円形で，後縁に皮弁を有する．後鼻孔は前後方
向に長い楕円形．吻端は尖り，両唇は厚い．上顎
は突出する．上顎骨の表面は滑らか．主上顎骨は

KAUM–I. 10250 KAUM–I. 83746 KAUM–I. 98919
Kasasa, Satsuma Peninsula Tanega-shima island, Osumi Islands

Standard length (SL; mm) 74.8 179.1 191.5
Counts
  Dorsal-fin spines 10 10 10
  Dorsal-fin rays 9 9 9
  Anal-fin spines 3 3 3
  Anal-fin rays 8 8 8
  Pectoral-fin rays 13 13 13
  Pelvic-fin spines 1 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5 5
  Lateral-line scales 47 48 48
  Scale rows above lateral line 6 6 6
  Scale rows below lateral line 16 16 16
  Gil rakers 3 + 9 3 + 9 3 + 8
Measurement (% SL)
  Body depth 33.4 33.2 33.3
  Head length 40.5 37.8 39.3
  Snout length (without lips) 15.0 16.7 17.3
  Snout length 19.6 21.0 21.5
  Cheek height 9.1 11.9 12.1
  Eye length 10.5 7.0 7.4
  Pectoral-fin length 25.0 24.3 24.2
  Pelvic-fin length 20.4 21.9 21.2
  Caudal-peduncle length 18.8 19.5 16.7
  Dorsal-fin base length 43.9 46.1 46.0
  Spinous dorsal-fin base length 27.5 28.1 27.5
  Soft dorsal-fin base length 15.0 16.4 17.0
  Anal-fin base length 18.8 17.7 18.7
  Spinous anal-fin base length 4.9 4.1 4.0
  Soft anal-fin base length 12.6 12.4 13.9

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Lethrinus olivaceus from Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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皮下に埋没し，外部からは見えない．主鰓蓋骨後
縁，前鰓蓋骨の後縁と下縁はいずれも円滑．体は
剥がれにくい円鱗に被われる．前鰓蓋骨後縁より
も前方の頭部は，側頭部上方部に 5–8枚の鱗があ
るのを除いて無鱗．背鰭前方鱗被鱗域の前縁は眼
窩後縁に達しない．背鰭，臀鰭，腹鰭および胸鰭
基底部内側は無鱗．胸鰭基底部外側と尾鰭基底部
は小鱗に被われる．頭部には感覚孔が密在する．
両顎には 1列に円錐歯が並び，その内側には小円
錐歯が密生し，歯帯を形成する．側線は完全で，
鰓蓋上方から尾柄にかけて，体背縁に並走する．

色彩　生鮮時の色彩―体は明るい黄土色を呈
し，体腹面は白色がかる．体側上部から体側中央
にかけて白色斑が不規則に散在する．吻部に眼か
ら放射状に伸びる数本の白色または淡青色帯があ
る．唇には模様がない．背鰭と臀鰭の各棘と軟条
は黄土色を呈し，各鰭条間の鰭膜は赤みがかった
灰色を呈し，背鰭と尾鰭の縁辺部は赤色．胸鰭は
淡い黄土色を呈し，無斑．腹鰭は一様に暗い褐色．
虹彩は黄褐色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　アフリカ東岸から南日本，仏領ポリネ
シアにかけてのインド・太平洋に広く分布する（赤
崎，1962; Sato, 1970; Carpenter and Allen, 1989；佐藤，
1997; Carpenter, 2001； 島 田，2013; Chiba, 2017）．
日本国内においてはこれまで，和歌山県みなべ町，
大隅諸島屋久島，および琉球列島から記録されて
おり（島田，2013；池田・中坊，2015; Motomura 

and Harazaki, 2017），本研究において，鹿児島県
薩摩半島西岸と大隅諸島種子島における分布が確
認された．

備考　調査標本は，頬部が無鱗であること，背

鰭軟条数が 9であること，および臀鰭軟条数が 8

であることなどが Carpenter and Allen (1989)や
Carpenter (2001)によって定義された Lethrinus属
の特徴とよく一致した．また，調査標本は吻部が
著しく長く，唇を除いた吻の長さが眼の下端から
前鰓蓋骨下端までの距離の 1.4–1.65倍であるこ
と，体高が低く，体長は体高の 3.0倍であること，
胸鰭基底と鰓蓋のいずれにも赤色斑がないこと，
背鰭棘部中央下における側線上方横列鱗数が 6で
あること，両顎の側部に円錐歯が 1列に並ぶこと，
胸鰭基底部の内側が無鱗であることなどが，
Carpenter and Allen (1989) や Carpenter (2001)，島
田（2013）の報告した L. olivaceusの標徴とよく
一致したため，本種に同定された．
キツネフエフキは吻が著しく長い点や，胸鰭

基底部の内側が被鱗しない点などにおいて，オオ
フ エ フ キ Lethrinus microdon Valenciennes, 1830 

（Fig. 2）に類似する．しかし，キツネフエフキで
は側線上方横列鱗数が 6枚であるのに対し，オオ
フエフキでは 5枚であることなどで識別される
（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001；島田，
2013；萬代ほか，2017）．
なお，キツネフエフキに適用される学名は

Lethrinus miniatus (Forster, 1801)とされることが多
かったが（例えば松原，1955；佐藤，1984），そ
の学名は現在，アマミフエフキに適用されている
（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001；島田，
2013）．
日本から初めてキツネフエフキを報告したの

は Fowler (1933)と思われる．彼は 1910年 2月 7

日に沖縄県那覇市に水揚げされた全長 533 mmの
本種 1個体を L. miniatusとして報告した．岡田・
松 原（1938） は Fowler (1933) を 引 用 し，L. 

miniatusの分布域に琉球列島を含めると同時に，
本種に対して和名キツネフエフキを提唱した．そ
の後，キツネフエフキは沖縄島中城湾（三浦，
2012），宮古島（蒲原，1964）や八重山諸島近海（太
田・工藤，2007；太田ほか，2008），石垣島（蒲原，
1964; Sato, 1970），西表島（佐藤，1997），および
与那国島（Koeda et al., 2016）など，沖縄県の各
所から多く報告されている．

Fig. 2. Fresh specimen of Lethrinus microdon. KAUM–I. 110118, 
303.4 mm standard length, Tanega-shima island, Osumi Islands, 
Japan.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 44

331

キツネフエフキは鹿児島県においては以下の
通り，薩南諸島から度々記録されている［赤崎
（1962）が奄美大島近海から得られた本種 1個体
（MIKU 1915, 体長 52.4 cm）を L. miniatusとして
報告；藤山（2004）が奄美大島近海から釣獲され
た本種の写真を報告；木村（2014）と武藤（2018）
が与論島から得られた本種 1個体（FRLM 43142，
体長 145.2 mm）を報告；Motomura and Harazaki 

(2017)が屋久島一湊近海で撮影された本種の水中
写真を報告；Nakae et al. (2018)が奄美大島近海か
ら得られたキツネフエフキ 2個体（NSMT-P 

127492, 131083）を報告］．
しかし，キツネフエフキの日本本土における

記録は乏しく，池田・中坊（2015）が和歌山県み
なべ町から得られた体長 168 mmの本種 1個体
［WMNH-PIS-WW 17409 (1)］を報告した 1例のみ
に限られる．また，種子島における記録もなく，
同地域の魚類相を報告した鏑木（2016）にも含ま
れていない．したがって，調査標本はキツネフエ
フキの九州沿岸と種子島における標本に基づく初
めての記録となる．

比較標本　オオフエフキ Lethrinus microdon: 

KAUM–I. 110118，体長 303.4 mm，鹿児島県大隅
諸島種子島西之表市西之表港（30°44′08″N, 

130°59′18″E），水深 27 m，刺網，2017年 10月 30

日，漁船安栄丸．
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